
(57)【要約】

【課題】　乾燥流体を被処理基板面と平行な水平流にし

て被処理基板に吹き付けることにより、乾燥処理効率を

上げる基板処理法を提供すること。

【解決手段】　ほぼ水平に保持された状態で回転する被

処理基板Ｗに処理液等を吹き付けて表面処理を行う基板

処理法において、

　前記被処理基板の乾燥時に、

　前記被処理基板のほぼ中心部ｃ付近から外周縁に向け

て、

　両端に出入口を有し下面が開放された偏平なトンネル

状ダクト５１からなる平型噴射ノズル５０を前記被処理

基板Ｗと所定の間隔を空けて平行に配設し、乾燥流体が

前記平型噴射ノズル５０を通過する際に前記トンネル状

ダクト５１の入口から出口に向かって前記被処理基板面

と平行な水平流となって前記被処理基板Ｗに吹き付けら

れるようにする。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ほ ぼ 水 平 に 保 持 さ れ た 状 態 で 回 転 す る 被 処 理 基 板 に 処 理 液 等 を 吹 き 付 け て 表 面 処 理 を 行
う 基 板 処 理 法 に お い て 、
　 前 記 被 処 理 基 板 の 乾 燥 時 に 、 前 記 被 処 理 基 板 の ほ ぼ 中 心 部 付 近 か ら 外 周 縁 に 向 け て 、 両
端 に 出 入 口 を 有 し 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト か ら な る 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 前
記 被 処 理 基 板 と 所 定 の 間 隔 を 空 け て 平 行 に 配 設 し 、
　 乾 燥 流 体 が 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 通 過 す る 際 に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 入 口 か ら 出 口 に
向 か っ て 前 記 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な 水 平 流 と な っ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る よ う
に し た こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 は 、 前 記 被 処 理 基 板 の 外 周 縁 に 配 設 し た 排 気 吸 引 手 段 に よ っ て 吸 引 さ れ 、
排 気 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 処 理 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 排 気 吸 引 手 段 の 吸 引 量 を Ｂ ２ 、 前 記 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と し 、 両 者 は 以 下 の 関
係 に 調 節 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 基 板 処 理 法 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 は 、 少 な く と も ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 か ら な り 、 こ れ ら の 乾 燥 流 体 を 切 り 換 え
て 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 の １ 種 類 は 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス で あ り 、 他
は 、 不 活 性 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 基 板 処 理 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 の 蒸 気 は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ５ 記 載 の 基 板 処 理 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２
－ プ ロ パ ノ ー ル 、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ
ド ロ フ ラ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又
は ６ に 記 載 の 基 板 処 理 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 は 、 被 処 理 基 板 を 温 純 水 に よ り 洗 浄 ・ 加 温 し た 後 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ ～ ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 被 処 理 基 板 を ほ ぼ 水 平 に 保 持 し た 状 態 で 回 転 さ せ る 基 板 保 持 回 転 手 段 と 、 前 記 被 処 理 基
板 に 処 理 液 等 を 噴 射 す る 噴 射 手 段 と 、 前 記 噴 射 手 段 に 処 理 液 等 を 供 給 す る 供 給 手 段 と を 備
え た 基 板 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 噴 射 手 段 は 、 両 端 に 出 入 口 を 有 し 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 形 成
し た 平 型 噴 射 ノ ズ ル か ら な り 、
　 前 記 被 処 理 基 板 の 乾 燥 処 理 時 に 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 前 記 被 処 理 基 板 と 所 定 の 間 隔 を
空 け て 平 行 に 配 設 し 、 乾 燥 流 体 が 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 通 過 す る 際 に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク
ト の 入 口 か ら 出 口 に 向 か っ て 前 記 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な 水 平 流 と な っ て 前 記 被 処 理 基 板 に
吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト は 、 長 手 方 向 の 長 さ Ｌ １ 、 こ の 長 手 方 向 と 直 交
す る 方 向 の 幅 長 Ｌ ２ 、 前 記 被 処 理 基 板 の 直 径 を Ｌ ３ と し 、 こ れ ら は 以 下 の 関 係 に な っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｌ ３ >Ｌ １ >Ｌ ２

【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 に 管 体 が 接 続 さ れ 、 前 記 管 体 は 、 前 記 被 処
理 基 板 か ら 徐 々 に 離 れ る 方 向 に 湾 曲 し 、 前 記 管 体 の 湾 曲 部 分 を 経 由 し て 供 給 さ れ る 乾 燥 流
体 が 、 前 記 管 体 を 通 過 し 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 を 通 過 す る 際 に 水 平 方 向 の 流 れ に 方 向 付
け さ れ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ 記 載 の 基 板
処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 幅 方 向 の 断 面 積 Ｃ と 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 端 部 に 連 結 さ れ た 管
体 の 断 面 積 Ｄ と は 、 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 基 板 処 理
装 置 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ ≦ Ｄ 　
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 、 前 記 出 口 開 口 部 と 対 向 さ せ て 排 気 吸 引
ダ ク ト を 配 設 し 、 前 記 排 気 吸 引 ダ ク ト か ら 前 記 乾 燥 流 体 を 吸 引 し て 排 気 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ９ ～ １ ２ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 排 気 吸 引 手 段 の 吸 引 量 を Ｂ ２ 、 前 記 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と し 、 両 者 は 以 下 の 関
係 に 調 節 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 接 続 さ れ た 管 体 及
び 前 記 管 体 と 前 記 供 給 手 段 と を 接 続 す る 配 管 の 外 周 部 に ヒ ー タ が 付 設 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ ～ １ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 は 、 少 な く と も ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 か ら な り 、 こ れ ら の 乾 燥 流 体 を 切 り 換 え
て 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ～ １ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 の １ 種 類 は 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス で あ り 、 他
は 、 不 活 性 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 の 蒸 気 は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん だ も の で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２
－ プ ロ パ ノ ー ル 、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ
ド ロ フ ラ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７
又 は １ ８ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 被 処 理 基 板 を ほ ぼ 水 平 に 保 持 し た 状 態 で 回 転 さ せ る 基 板 保 持 回 転 手 段 と 、 前 記 被 処 理 基
板 に 第 １ 、 第 ２ の 処 理 流 体 を 噴 射 す る 噴 射 手 段 と 、 前 記 噴 射 手 段 に 第 １ 、 第 ２ の 種 類 の 異
な る 処 理 流 液 等 を 供 給 す る 第 １ 、 第 ２ 供 給 手 段 と を 備 え た 基 板 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 噴 射 手 段 は 、 両 端 に 出 入 口 を 有 し 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 形 成
さ れ 、 且 つ 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 上 面 に 前 記 第 １ の 処 理 液 が 供 給 さ れ る 供 給 口 が 設 け ら
れ た 平 型 噴 射 ノ ズ ル か ら な り 、
　 前 記 被 処 理 基 板 の 乾 燥 処 理 時 に 、
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 前 記 被 処 理 基 板 と 所 定 の 間 隔 を 空 け て 平 行 に 配 設 し 、
　 前 記 供 給 口 に 前 記 第 １ 供 給 手 段 か ら 温 純 水 が 供 給 さ れ た 後 に 、 前 記 第 ２ 供 給 手 段 か ら 乾
燥 流 体 が 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 か ら 供 給 さ れ 、 前 記 乾 燥 流 体 が 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を
通 過 す る 際 に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 入 口 か ら 出 口 に 向 か っ て 前 記 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な
水 平 流 と な っ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
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　 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト は 、 長 手 方 向 の 長 さ Ｌ １ 、 こ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 幅 長 Ｌ

２ 、 前 記 被 処 理 基 板 の 直 径 を Ｌ ３ と し 、 こ れ ら は 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｌ ３ >Ｌ １ >Ｌ ２

【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 に 管 体 が 接 続 さ れ 、 前 記 管 体 は 、 前 記 被 処
理 基 板 か ら 徐 々 に 離 れ る 方 向 に 湾 曲 し 、 前 記 管 体 の 湾 曲 部 分 を 経 由 し て 供 給 さ れ る 乾 燥 流
体 が 、 前 記 管 体 を 通 過 し 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 を 通 過 す る 際 に 水 平 方 向 の 流 れ に 方 向 付
け さ れ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 又 は ２ １ 記 載 の 基
板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 幅 方 向 の 断 面 積 Ｃ と 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 端 部 に 連 結 さ れ た 管
体 の 断 面 積 Ｄ と は 、 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 基 板 処 理
装 置 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ ≦ Ｄ
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 供 給 口 は 、 前 記 被 処 理 基 板 中 心 部 に お け る 回 転 軸 上 に 位 置 す る よ う に 前 記 ト ン ネ ル
状 ダ ク ト の 上 壁 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 、 前 記 出 口 開 口 部 と 対 向 さ せ て 排 気 吸 引
ダ ク ト を 配 設 し 、 前 記 排 気 吸 引 ダ ク ト か ら 前 記 乾 燥 流 体 を 吸 引 し て 排 気 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 吸 引 排 気 手 段 の 吸 引 量 を Ｂ ２ 、 前 記 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と し 、 両 者 は 以 下 の 関
係 に 調 節 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 、 前 記 供 給 口 と 前 記 第 １ 供 給 手 段 と を 接 続 す る 配 管 、 及 び 前 記 平 型
噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 接 続 さ れ た 管 体 及 び 前 記 管 体 と 前 記 供 給 手 段 と を 接
続 す る 配 管 の 外 周 部 に そ れ ぞ れ ヒ ー タ が 付 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２
６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 は 、 少 な く と も ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 か ら な り 、 こ れ ら の 乾 燥 流 体 を 切 り 換 え
て 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 乾 燥 流 体 の １ 種 類 は 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス で あ り 、 他
は 、 不 活 性 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 の 蒸 気 は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん だ も の で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 有 機 溶 剤 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２
－ プ ロ パ ノ ー ル 、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ
ド ロ フ ラ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９
又 は ３ ０ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 、 記 録 デ ィ ス ク 用 基 板 、 或 い は マ ス ク
用 基 板 等 の 各 種 基 板 の 表 面 処 理 を 行 う 基 板 処 理 法 及 び 基 板 処 理 装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 ウ ェ ー ハ 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 、 記 録 デ ィ ス ク 用 基 板 、 或 い は マ ス ク 用 基 板 等 の
各 種 基 板 （ 以 下 、 ウ ェ ー ハ と い う ） は 、 そ の 表 面 を 清 浄 に す る た め に 、 ウ ェ ー ハ 表 面 を 薬
液 に よ っ て 処 理 し た の ち 、 純 水 に よ っ て 洗 浄 し 、 更 に 有 機 溶 剤 、 例 え ば イ ソ プ ロ ピ ル ア ル
コ ー ル （ 以 下 、 Ｉ Ｐ Ａ と い う ） 等 の 有 機 溶 剤 を 用 い た 乾 燥 が 行 わ れ て い る 。
　 こ れ ら の 処 理 工 程 に お い て 、 乾 燥 工 程 が 終 了 し た 段 階 に お い て も 、 ウ ェ ー ハ 表 面 に 水 滴
が 僅 か で も 残 っ て い る と 、 ウ ェ ー ハ 表 面 に パ ー テ ィ ク ル 或 い は ウ ォ ー タ マ ー ク 等 の 発 生 の
原 因 と な っ て ウ ェ ー ハ の 品 質 低 下 を 招 来 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 こ れ ら の 汚 染 物 質 が
ウ ェ ー ハ に 付 着 し な い よ う に し た 基 板 処 理 装 置 が 開 発 さ れ 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 基 板 処 理 装 置 は 、 一 般 に バ ッ チ 式 基 板 処 理 装 置 と 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 と に 大 別
さ れ 、 バ ッ チ 式 基 板 処 理 装 置 は 一 回 に 多 数 枚 の ウ ェ ー ハ を 処 理 で き 処 理 能 力 が 高 い と い う
特 徴 を 有 し 、 一 方 、 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 は ウ ェ ー ハ を １ 枚 ず つ 扱 う よ う に な っ て い る の で
高 品 質 の 処 理 が で き る と い う 特 徴 を 有 し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る
。
　 こ の 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 １ ０ ０ は 、 液 体 １ ０ １ で 覆 わ れ た ウ ェ ー ハ Ｗ が 遠 心 機 １ ０ ２ 内
に 設 置 さ れ 、 遠 心 機 １ ０ ２ 内 で 回 転 運 動 を 受 け る こ と に よ り ウ ェ ー ハ Ｗ の 表 面 か ら 液 体 を
遠 心 分 離 に よ り 除 去 す る 装 置 で あ る 。 こ の 装 置 は 、 液 体 １ ０ １ が 遠 心 分 離 に よ り ウ ェ ー ハ
Ｗ の 表 面 か ら 除 去 さ れ て し ま う 前 、 す な わ ち ウ ェ ー ハ が 遠 心 機 １ ０ ２ 内 で 回 転 運 動 を 受 け
る 前 に 、 可 溶 性 で 、 液 体 に 溶 解 す る と 液 体 の 表 面 張 力 を 小 さ く す る よ う な 溶 媒 蒸 気 が パ イ
プ １ ０ ３ の 開 口 か ら ウ ェ ー ハ Ｗ 上 の 液 体 １ ０ １ に 噴 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、
上 記 溶 媒 に は 、 キ ャ リ ア ガ ス を パ イ プ １ ０ ４ か ら Ｉ Ｐ Ａ が 貯 留 さ れ て い る 容 器 １ ０ ５ 内 に
通 過 さ せ 、 こ の 混 合 ガ ス １ ０ ６ が 遠 心 機 １ ０ ２ に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 図 １ １ は 、 下 記 の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
　 こ の 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 １ １ ０ は 、 回 転 可 能 な チ ャ ッ ク １ １ １ の 上 に ウ ェ ー ハ Ｗ が ロ ー
デ ィ ン グ さ れ る チ ャ ン バ と 、 チ ャ ン バ の 一 側 か ら ウ ェ ー ハ に 向 け て 純 水 を 供 給 し て ウ ェ ー
ハ 上 に 水 膜 １ １ ２ を 形 成 す る 純 水 供 給 ラ イ ン １ １ ３ ａ 、 １ １ ３ ｂ と 、 ウ ェ ー ハ Ｗ 上 に 洗 浄
ガ ス を 含 ん だ 各 種 の ガ ス を 噴 射 し う る ガ ス 噴 射 手 段 １ １ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 ガ ス 噴 射 手 段 １ １ ４ は 、 第 １ ノ ズ ル Ｎ １ 及 び 第 ２ ノ ズ ル Ｎ ２ を 含 む ガ ス 注 入 チ
ュ ー ブ １ １ ５ ａ と 、 ガ ス 注 入 チ ュ ー ブ １ １ ５ ａ に 取 り 付 け ら れ て ウ ェ ー ハ Ｗ 上 に 噴 射 さ れ
た 水 膜 １ ０ ２ の 表 面 に 近 づ い て 小 さ い チ ャ ン バ １ １ ６ を 形 成 す る ガ ス ガ ー ド １ １ ５ ｂ と か
ら な り 、 ガ ス 注 入 チ ュ ー ブ １ １ ５ ａ に は 第 １ ガ ス Ｇ １ 及 び 第 ２ ガ ス Ｇ ２ が 注 入 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 下 記 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う な 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 は 、 ウ ェ ー
ハ 乾 燥 処 理 時 に 、 ウ ェ ー ハ が 高 速 回 転 、 例 え ば １ ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で 回 転 さ れ 、 こ
の 高 速 回 転 に よ る 遠 心 力 を 利 用 し て ウ ェ ー ハ 表 面 に 付 着 し た 水 滴 を 吹 き 飛 ば す 、 い わ ゆ る
高 速 ス ピ ン 乾 燥 で 行 わ れ て い る 。
　 し か し 、 こ の よ う な 高 速 ス ピ ン 乾 燥 に よ っ て も 、 ウ ェ ー ハ 表 面 に パ ー テ ィ ク ル や ウ ォ ー
タ マ ー ク 等 の 汚 染 物 質 が 残 留 し て し ま う こ と が 判 明 し た 。
　 そ の 原 因 は 、 主 に
　 （ ｉ ） 乾 燥 工 程 に お け る ウ ェ ー ハ の 回 転 中 に 生 じ る 微 細 な 塵 の 付 着 、 或 い は
　 （ ii） 洗 浄 不 良 、 い わ ゆ る リ ン ス 液 に よ る 洗 浄 不 良 に あ る 。
　 こ れ ら の 原 因 の う ち 、 上 記 （ ｉ ） 微 細 な 塵 付 着 は 、 高 速 回 転 に よ り 発 生 す る 風 に よ り 、
微 細 な 塵 が 空 中 に 舞 い 、 そ れ が ウ ェ ー ハ に 付 着 す る も の で あ り 、 こ れ と は 別 に 、 高 速 回 転
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に よ り 回 転 軸 か ら 大 量 に 発 生 す る 塵 が シ ー ル を 潜 り 抜 け て チ ャ ン バ 内 に 入 り 込 む こ と も 考
え ら れ る 。 ま た 、 上 記 （ ii） リ ン ス 液 に よ る 洗 浄 不 良 は 、 元 々 ウ ェ ー ハ 上 の リ ン ス 液 が 除
去 さ れ な い こ と に 起 因 し 、 特 に 、 こ の 洗 浄 不 良 が パ ー テ ィ ク ル 増 加 や ウ ォ ー タ ー マ ー ク の
発 生 の 主 た る 原 因 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ウ ェ ー ハ 表 面 に 付 着 す る 水 滴 の 粒 径 は 、 約 ０ ． １ ２ μ ｍ 程 度 で あ り 、 こ の 大 き さ の 水 滴
を 上 記 の 高 速 ス ピ ン 乾 燥 に よ る 遠 心 力 に よ っ て 除 去 し よ う と す る と 、 試 算 で は 、 約 ７ ． ２
× １ ０ ７ ｒ ｐ ｍ の 超 高 速 回 転 が 必 要 に な る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 こ の 水 滴 は 、 そ の 粒 径 が
０ ． １ ２ μ ｍ 程 度 の も の ば か り で な く 、 こ の 粒 径 よ り 更 に 小 さ い 微 小 水 滴 も 混 在 し て い る
。 し た が っ て 、 こ れ ら の 微 小 水 滴 を も 除 去 し よ う と す る と 、 更 に 回 転 数 を 上 げ な け れ ば な
ら な い が 、 現 在 、 こ の よ う な 超 高 速 回 転 を 実 現 で き る 技 術 は 未 だ 開 発 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 下 記 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ て い る 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 は 、 乾 燥 流 体 が ウ ェ ー
ハ 表 面 の 上 方 か ら 放 射 状 に 吹 き 付 け ら れ る よ う に な っ て い る の で 、 乾 燥 流 体 は 分 散 さ れ 均
等 に ウ ェ ー ハ 表 面 に 当 た ら ず 、 ム ラ が で き 、 高 品 質 の 処 理 が で き な い 。 こ の 点 を 考 慮 し て
下 記 特 許 文 献 ２ の 基 板 処 理 装 置 は 、 ガ ス ガ ー ド １ １ ５ ｂ を 設 け て こ の ガ ス ガ ー ド 内 に 乾 燥
流 体 を 噴 射 さ れ る よ う に な っ て い る が 、 こ の ガ ス ガ ー ド １ １ ５ ｂ は 、 ウ ェ ー ハ 表 面 の 中 心
部 を 覆 い 、 局 部 的 に 乾 燥 流 体 を 吹 き 付 け る だ け な の で 、 ウ ェ ー ハ 全 表 面 に 均 一 に 当 た ら ず
、 こ の 処 理 装 置 に お い て も 高 品 質 の 効 率 を 達 成 す る こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 乾 燥 流 体 に は 通 常 Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 が 使 用 さ れ て い る 。 こ の Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 は 引 火 し 易 く 、
且 つ 爆 発 の 危 険 性 を 有 し て い る た め 、 こ の よ う な Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 を 高 速 回 転 し て い る ウ ェ ー ハ
に 吹 き 付 け る と 、 極 め て 簡 単 に 引 火 し 、 爆 発 事 故 を も 誘 発 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ 、 ２ の 基 板 処 理 装 置 で 使 用 さ れ て い る 乾 燥 流 体 は 、 何 れ も Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 で
あ る 。
　 こ の Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 は 、 不 活 性 ガ ス で Ｉ Ｐ Ａ を バ ブ リ ン グ す る こ と に よ っ て 得 た も の で あ る
た め 、 飽 和 濃 度 未 満 の Ｉ Ｐ Ａ 気 体 以 外 に も 微 小 な Ｉ Ｐ Ａ の 液 体 粒 （ 以 下 、 「 ミ ス ト 」 と い
う 。 ） が 多 量 に 含 ま れ て い る 。 そ し て 、 ミ ス ト の 大 き さ （ サ イ ズ ） 及 び 質 量 は 、 窒 素 ガ ス
の そ れ に 比 べ て 大 き く て 重 い 。 そ の た め Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の 供 給 量 が 制 限 さ れ て し ま い 、 水 滴
が Ｉ Ｐ Ａ に よ っ て 効 率 よ く 置 換 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 不 活 性 ガ ス を 有 機 溶 剤 中 に バ ブ リ ン グ す る こ と な く 、 有 機 溶 剤 を 蒸 発 槽 内 で 加 熱
蒸 発 さ せ て 有 機 溶 剤 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と の 混 合 ガ ス を 生 成 し て 、 乾 燥 流 体 と し て 利 用 し た
基 板 処 理 装 置 も 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 下 記 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ て い る 基 板 処 理 装 置 は 、 有 機 溶 剤 中 に 不 活 性 ガ ス を バ ブ リ ン
グ す る こ と な く 、 有 機 溶 剤 を 蒸 発 槽 内 で 加 熱 蒸 発 さ せ て 、 こ の 有 機 溶 剤 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス
と の 混 合 ガ ス を 生 成 し 、 こ の 混 合 ガ ス を 配 管 内 に お い て 不 活 性 ガ ス で 希 釈 す る と 共 に 加 熱
保 温 し て 噴 射 ノ ズ ル よ り 噴 射 す る よ う に な し た も の で あ る 。
　 こ の 基 板 処 理 装 置 で は 、 配 管 内 及 び ノ ズ ル か ら 噴 出 さ れ る ガ ス 中 の 有 機 溶 剤 蒸 気 は 完 全
に 気 体 と な っ て お り 、 こ の よ う な 完 全 に 気 体 と な っ て い る 有 機 溶 剤 蒸 気 を 使 用 す れ ば 、 気
体 の 有 機 溶 剤 分 子 の 大 き さ は ミ ス ト の 大 き さ よ り も 遙 か に 小 さ い こ と か ら 、 上 述 の よ う な
有 機 溶 剤 ミ ス ト を 使 用 し た 場 合 の 問 題 点 は 生 じ な い こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 完 全 に 気 体 と な っ て い る 有 機 溶 剤 蒸 気 を 使 用 し て ウ ェ ー ハ の 乾 燥 処 理 を
行 っ て も 、 乾 燥 ガ ス 中 の 有 機 溶 剤 蒸 気 濃 度 は 飽 和 濃 度 以 上 に は な ら な い の で 、 乾 燥 ガ ス 中
の 有 機 溶 剤 の 絶 対 量 は 少 な い 。 し た が っ て 、 下 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る 基 板 処 理 装
置 で は 、 有 機 溶 剤 蒸 気 を 大 口 径 ウ ェ ー ハ の 隅 々 ま で 行 き 渡 ら せ て ウ ェ ー ハ 表 面 の 水 滴 と 置
換 さ せ る た め に は 非 常 に 時 間 が か か る の で 、 未 だ 上 述 の ウ ェ ー ハ 表 面 に 形 成 さ れ る ウ ォ ー

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-166957 A 2005.6.23



タ マ ー ク を 少 な く し て 殆 ど 零 に す る と 共 に パ ー テ ィ ク ル の 発 生 を な く し 、 か つ 乾 燥 処 理 速
度 の 速 い 基 板 処 理 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る に は 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 点 を 更 に 詳 述 す る と 、 乾 燥 ガ ス 中 に 含 ま れ る 全 Ｉ Ｐ Ａ 量 が 同 じ で あ れ ば 、 Ｉ Ｐ Ａ ミ
ス ト の サ イ ズ が 大 き い と そ の ミ ス ト の 数 は 減 り 、 逆 に Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の サ イ ズ が 小 さ い と そ
の ミ ス ト の 数 は 増 え る 。 し か も 、 Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の サ イ ズ が 大 き け れ ば 、 そ の 分 だ け 質 量 も
重 く 、 移 動 ス ピ ー ド が 遅 く な っ て し ま う 。 そ の た め 乾 燥 工 程 に お い て 、 乾 燥 ガ ス が ウ ェ ー
ハ に 供 給 さ れ て も 、 ウ ェ ー ハ の 表 面 に 付 着 し た 洗 浄 液 の 水 滴 数 と Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の 粒 数 が 均
衡 せ ず 、 例 え ば Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の 粒 数 が 水 滴 数 よ り 少 な け れ ば 、 一 部 の 水 滴 が Ｉ Ｐ Ａ に よ っ
て 置 換 さ れ ず に 残 り 、 ウ ォ ー タ マ ー ク の 発 生 原 因 と な っ て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ９ ５ ４ ３ ８ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ ２ ５ ］ 、 図 ４ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ５ １ ７ ５ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ １ ８ ］ ～ ［ ０ ０ ２ ０ ］ 、
図 ２ ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － １ ９ １ ５ ４ ９ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 、 段 落 ［ ０ ０ １ ８ ］ ～
［ ０ ０ ２ ４ ］ 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 近 年 、 ウ ェ ー ハ の 直 径 も ２ ０ ０ ｍ ｍ か ら ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 更 に そ れ 以 上 に 大 口 径 化 し て き て
い る 。 そ の た め 、 直 径 が ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 の 比 較 的 小 さ な ウ ェ ー ハ で は 、 ウ ォ ー タ マ ー ク 及
び パ ー テ ィ ク ル の 発 生 を 抑 制 で き て も 、 直 径 が ３ ０ ０ ｍ ｍ の よ う な 大 口 径 の ウ ェ ー ハ で は
ウ ォ ー タ マ ー ク 及 び パ ー テ ィ ク ル が 発 生 し て し ま い 、 こ れ ま で の 装 置 で の 処 理 に は 限 界 が
あ る こ と も 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 一 般 に 「 蒸 気 」 と は 「 気 体 」 の こ と を 示 す が 、 ウ ェ ー ハ 処 理 の 技 術 分 野 に お い て
は 上 述 の 乾 燥 ガ ス の よ う に 「 気 体 」 以 外 に 「 微 小 な 液 体 粒 （ ミ ス ト ） 」 を 含 む も の も 慣 用
的 に 「 蒸 気 」 な い し は 「 ベ ー パ 」 と 表 現 さ れ て い る の で 、 本 願 明 細 書 及 び 特 許 請 求 の 範 囲
に お い て も 「 気 体 」 以 外 に 「 微 小 な 液 体 粒 （ ミ ス ト ） 」 を 含 む も の も 「 蒸 気 」 と 表 す こ と
と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 者 は 、 こ れ ら の 従 来 技 術 が 抱 え る 前 記 課 題 に 鑑 み 、 ウ ェ ー ハ 表 面 に ウ ォ ー タ マ ー
ク 及 び パ ー テ ィ ク ル 等 の 汚 染 物 質 が 残 留 す る 原 因 を 探 求 し 、 そ の 原 因 が 乾 燥 流 体 の 吹 き 付
け 方 法 、 或 い は 乾 燥 流 体 中 の 蒸 気 の 粒 径 サ イ ズ に あ る こ と を 突 き 止 め て 、 本 発 明 を 完 成 す
る に 至 っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 乾 燥 流 体 を 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な 水 平 流 に し て 被 処 理
基 板 に 吹 き 付 け る こ と に よ り 、 乾 燥 処 理 効 率 を 上 げ る 基 板 処 理 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 危 険 な 乾 燥 流 体 の 使 用 量 を 少 な く す る こ と で 、 安 全 で 且 つ 高 品
質 の 乾 燥 処 理 が で き る よ う に し た 基 板 処 理 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 目 的 は 、 乾 燥 流 体 を 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な 水 平 流 に し て 被 処 理 基 板 に 吹
き 付 け る こ と に よ り 、 乾 燥 処 理 効 率 を 上 げ る 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ４ の 目 的 は 、 危 険 な 乾 燥 流 体 の 使 用 量 を 少 な く す る こ と で 、 安 全 で 且 つ 高 品 質 の 表 面
処 理 が で き る よ う に し た 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 基 板 処 理 法 の 発 明 は 、
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　 前 記 被 処 理 基 板 の 乾 燥 時 に 、 前 記 被 処 理 基 板 の ほ ぼ 中 心 部 付 近 か ら 外 周 縁 に 向 け て 、 両
端 に 出 入 口 を 有 し 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト か ら な る 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 前
記 被 処 理 基 板 と 所 定 の 間 隔 を 空 け て 平 行 に 配 設 し 、
　 乾 燥 流 体 が 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 通 過 す る 際 に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 入 口 か ら 出 口 に
向 か っ て 前 記 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な 水 平 流 と な っ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る よ う
に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 処 理 法 に お い て 、 前 記 乾 燥 流 体 は 、 前
記 被 処 理 基 板 の 外 周 縁 に 配 設 し た 排 気 吸 引 手 段 に よ っ て 吸 引 さ れ 、 排 気 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 基 板 処 理 法 に お い て 、 前 記 排 気 吸 引 手 段 の
吸 引 量 を Ｂ ２ 、 前 記 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と し 、 両 者 は 以 下 の 関 係 に 調 節 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 法 に お い て 、 前
記 乾 燥 流 体 は 、 少 な く と も ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 か ら な り 、 こ れ ら の 乾 燥 流 体 を 切 り 換 え て 供
給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 基 板 処 理 法 に お い て 、 前 記 乾 燥 流 体 の １ 種
類 は 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス で あ り 、 他 は 、 不 活 性 ガ ス で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 基 板 処 理 法 に お い て 、 前 記 有 機 溶 剤 の 蒸 気
は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 基 板 処 理 法 に お い て 、 前 記 有 機 溶 剤
は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２ － プ ロ パ ノ ー ル
、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン か ら
な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ ～ ７ に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 に お い て 、 前 記 有 機 溶 剤
の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス は 、 被 処 理 基 板 を 温 純 水 に よ り 洗 浄 ・ 加 温 し た 後
に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 願 の 請 求 項 ９ に 係 る 基 板 処 理 装 置 の 発 明 は 、 被 処 理 基 板 を ほ ぼ 水 平 に 保 持 し た 状 態 で
回 転 さ せ る 基 板 保 持 回 転 手 段 と 、 前 記 被 処 理 基 板 に 処 理 液 等 を 噴 射 す る 噴 射 手 段 と 、 前 記
噴 射 手 段 に 処 理 液 等 を 供 給 す る 供 給 手 段 と を 備 え た 基 板 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 噴 射 手 段 は 、 両 端 に 出 入 口 を 有 し 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 形 成
し た 平 型 噴 射 ノ ズ ル か ら な り 、
　 前 記 被 処 理 基 板 の 乾 燥 処 理 時 に 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 前 記 被 処 理 基 板 と 所 定 の 間 隔 を
空 け て 平 行 に 配 設 し 、
　 乾 燥 流 体 が 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 通 過 す る 際 に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 入 口 か ら 出 口 に
向 か っ て 前 記 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な 水 平 流 と な っ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 平 型 噴 射 ノ
ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト は 、 長 手 方 向 の 長 さ Ｌ １ 、 こ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 幅 長 Ｌ

２ 、 前 記 被 処 理 基 板 の 直 径 を Ｌ ３ と し 、 こ れ ら は 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す
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る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｌ ３ >Ｌ １ >Ｌ ２

【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 平
型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 に 管 体 が 接 続 さ れ 、 前 記 管 体 は 、 前 記 被 処 理 基 板 か
ら 徐 々 に 離 れ る 方 向 に 湾 曲 し 、 前 記 管 体 の 湾 曲 部 分 を 経 由 し て 供 給 さ れ る 乾 燥 流 体 が 、 前
記 管 体 を 通 過 し 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 を 通 過 す る 際 に 水 平 方 向 の 流 れ に 方 向 付 け さ れ て
前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 ト ン ネ ル
状 ダ ク ト の 幅 方 向 の 断 面 積 Ｃ と 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 端 部 に 連 結 さ れ た 管 体 の 断 面 積 Ｄ と
は 、 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ ≦ Ｄ
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ ～ １ ２ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い
て 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 、 前 記 出 口 開 口 部 と 対 向 さ せ て 排 気 吸
引 ダ ク ト を 配 設 し 、 前 記 排 気 吸 引 ダ ク ト か ら 前 記 乾 燥 流 体 を 吸 引 し て 排 気 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 排 気 吸 引
手 段 の 吸 引 量 を Ｂ ２ 、 前 記 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と し 、 両 者 は 以 下 の 関 係 に 調 節 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ ～ １ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い
て 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 接 続 さ れ た 管 体
及 び 前 記 管 体 と 前 記 供 給 手 段 と を 接 続 す る 配 管 の 外 周 部 に ヒ ー タ が 付 設 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ ～ １ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い
て 、 前 記 乾 燥 流 体 は 、 少 な く と も ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 か ら な り 、 こ れ ら の 乾 燥 流 体 を 切 り 換
え て 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 乾 燥 流 体
の １ 種 類 は 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス で あ り 、 他 は 、 不 活 性 ガ ス
で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 有 機 溶 剤
の 蒸 気 は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん だ も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ７ 又 は １ ８ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記
有 機 溶 剤 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２ － プ ロ
パ ノ ー ル 、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ
ラ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 願 の 請 求 項 ２ ０ に 係 る 基 板 処 理 装 置 の 発 明 は 、
　 被 処 理 基 板 を ほ ぼ 水 平 に 保 持 し た 状 態 で 回 転 さ せ る 基 板 保 持 回 転 手 段 と 、 前 記 被 処 理 基
板 に 第 １ 、 第 ２ の 処 理 流 体 を 噴 射 す る 噴 射 手 段 と 、 前 記 噴 射 手 段 に 第 １ 、 第 ２ の 種 類 の 異
な る 処 理 流 液 等 を 供 給 す る 第 １ 、 第 ２ 供 給 手 段 と を 備 え た 基 板 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 噴 射 手 段 は 、 両 端 に 出 入 口 を 有 し 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 形 成
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さ れ 、 且 つ 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 上 面 に 前 記 第 １ の 処 理 液 が 供 給 さ れ る 供 給 口 が 設 け ら
れ た 平 型 噴 射 ノ ズ ル か ら な り 、
　 前 記 被 処 理 基 板 の 乾 燥 処 理 時 に 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 前 記 被 処 理 基 板 と 所 定 の 間 隔 を
空 け て 平 行 に 配 設 し 、
　 前 記 供 給 口 に 前 記 第 １ 供 給 手 段 か ら 温 純 水 が 供 給 さ れ た 後 に 、 前 記 第 ２ 供 給 手 段 か ら 乾
燥 流 体 が 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 か ら 供 給 さ れ 、 前 記 乾 燥 流 体 が 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル を
通 過 す る 際 に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 入 口 か ら 出 口 に 向 か っ て 前 記 被 処 理 基 板 面 と 平 行 な
水 平 流 と な っ て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 ト ン ネ ル
状 ダ ク ト は 、 長 手 方 向 の 長 さ Ｌ １ 、 こ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 幅 長 Ｌ ２ 、 前 記 被 処 理
基 板 の 直 径 を Ｌ ３ と し 、 こ れ ら は 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｌ ３ >Ｌ １ >Ｌ ２

【 ０ ０ ４ ４ 】
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ０ 又 は ２ １ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記
平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 に 管 体 が 接 続 さ れ 、 前 記 管 体 は 、 前 記 被 処 理 基 板
か ら 徐 々 に 離 れ る 方 向 に 湾 曲 し 、 前 記 管 体 の 湾 曲 部 分 を 経 由 し て 供 給 さ れ る 乾 燥 流 体 が 、
前 記 管 体 を 通 過 し 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 を 通 過 す る 際 に 水 平 方 向 の 流 れ に 方 向 付 け さ れ
て 前 記 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 ト ン ネ ル
状 ダ ク ト の 幅 方 向 の 断 面 積 Ｃ と 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 端 部 に 連 結 さ れ た 管 体 の 断 面 積 Ｄ と
は 、 以 下 の 関 係 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ ≦ Ｄ
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 供 給 口 は
、 前 記 被 処 理 基 板 中 心 部 に お け る 回 転 軸 上 に 位 置 す る よ う に 前 記 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 上 壁
面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お
い て 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 、 前 記 出 口 開 口 部 と 対 向 さ せ て 排 気
吸 引 ダ ク ト を 配 設 し 、 前 記 排 気 吸 引 ダ ク ト か ら 前 記 乾 燥 流 体 を 吸 引 し て 排 気 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 吸 引 排 気
手 段 の 吸 引 量 を Ｂ ２ 、 前 記 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と し 、 以 下 の 関 係 に 調 節 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

【 ０ ０ ４ ９ 】
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お
い て 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル 、 前 記 供 給 口 と 前 記 第 １ 供 給 手 段 と を 接 続 す る 配 管 、 及 び 前 記
平 型 噴 射 ノ ズ ル の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 出 口 に 接 続 さ れ た 管 体 及 び 前 記 管 体 と 前 記 供 給 手 段 と
を 接 続 す る 配 管 の 外 周 部 に そ れ ぞ れ ヒ ー タ が 付 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お
い て 、 前 記 乾 燥 流 体 は 、 少 な く と も ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 か ら な り 、 こ れ ら の 乾 燥 流 体 を 切 り
換 え て 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 乾 燥 流 体
の １ 種 類 は 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス で あ り 、 他 は 、 不 活 性 ガ ス
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で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 有 機 溶 剤
の 蒸 気 は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん だ も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ９ 又 は ３ ０ に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記
有 機 溶 剤 は 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２ － プ ロ
パ ノ ー ル 、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ
ラ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 流 体 は 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 内 で 被 処 理 基 板 と 平 行
な 水 平 流 と な っ て 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る 。 そ の 結 果 、 乾 燥 流 体 は 、 四 方 へ 放 射 状 に
分 散 す る こ と な く ダ ク ト 内 に 集 め ら れ て い る の で 、 乾 燥 流 体 の 無 駄 が な く な り 、 少 な い 乾
燥 流 体 で も 効 率 よ く 被 処 理 基 板 面 に 均 一 に 当 た り 高 品 質 の 乾 燥 処 理 が で き る 。 ま た 、 乾 燥
流 体 に 含 ま れ る 有 機 溶 剤 蒸 気 が 被 処 理 基 板 に 付 着 し て い る 水 滴 に 素 早 く 浸 透 さ れ る の で 、
有 機 溶 剤 蒸 気 と 水 滴 と の 置 換 効 率 が 上 が り 、 水 滴 を 効 率 よ く 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 噴 射 さ れ た 後 の 乾 燥 流 体 は 、 排 気 吸 引 手 段 に よ り 外 部
へ 排 気 さ れ る の で 、 乾 燥 流 体 が 外 部 へ 漏 れ る こ と が 少 な く な る 。 そ の 結 果 、 乾 燥 流 体 に 引
火 性 の 有 機 溶 剤 を 使 用 し て も 、 危 険 性 が な く 安 全 に 乾 燥 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ の 効 果 に 加 え 、 吸 引 量 が 大 き く な る 。 そ の 結
果 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト と 被 処 理 基 板 の 隙 間 か ら 漏 れ た 乾 燥 流 体 も 吸 引 排 気 で き る の で 、 被
処 理 基 板 の 周 囲 が 清 浄 に な り 、 乾 燥 流 体 が チ ャ ン バ 外 へ 漏 れ 出 す 恐 れ も な い 。 ま た 、 被 処
理 基 板 の 周 囲 に 存 在 す る 流 体 、 例 え ば 気 流 調 節 さ れ て い る ク リ ー ン エ ア を も 乾 燥 流 体 と 共
に 排 気 す る こ と に な る の で 、 マ シ ン エ リ ア 等 か ら の 汚 れ た エ ア を 引 き 込 む 心 配 も な い こ と
か ら 、 被 処 理 基 板 へ の 塵 等 の 付 着 を 阻 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 種 類 の 異 な る 乾 燥 流 体 を 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け る こ と
に よ り 、 効 率 の よ い 、 高 品 質 の 乾 燥 処 理 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 と 不 活 性 ガ ス と か ら な る 混 合 ガ ス と 不
活 性 ガ ス と を 組 み 合 わ せ 、 切 り 換 え て 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け る こ と に よ り 、 更 に 効 率 の よ
い 、 高 品 質 の 乾 燥 処 理 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 有 機 溶 剤 の 蒸 気 が サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん
だ も の で あ る の で 、 こ の サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 ん だ 有 機 溶 剤 の 蒸 気 が 効 率 よ く
被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る こ と に よ り 、 有 機 溶 剤 の サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト が 被 処
理 基 板 の 表 面 の 水 滴 に 浸 透 し 、 水 滴 を 有 機 溶 剤 で 置 換 す る 。 こ の 有 機 溶 剤 の 蒸 気 に よ る 置
換 に よ り 、 水 滴 の 表 面 張 力 が 低 下 し 、 水 滴 の 除 去 が 効 率 よ く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 有 機 溶 剤 に 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 ジ ア セ ト ン ア
ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、
２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 を 使 用
す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 溶 剤 の 特 徴 を 生 か し て 、 良 好 な 被 処 理 基 板 の 処 理 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 被 処 理 基 板 が 温 純 水 に よ り 暖 め ら れ て か ら 乾 燥 流 体 が
供 給 さ れ る か ら 、 乾 燥 流 体 が 不 活 性 ガ ス の み で あ っ て も 被 処 理 基 板 の 乾 燥 が 早 く な り 、 し
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か も 、 被 処 理 基 板 に よ り 乾 燥 流 体 が 冷 や さ れ る こ と が な い の で 、 た と え 乾 燥 流 体 が サ ブ ミ
ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 む 有 機 溶 剤 の 蒸 気 を 含 有 す る も の で あ っ て も 、 こ の サ ブ ミ ク ロ
ン サ イ ズ の ミ ス ト が 途 中 で 凝 集 す る こ と が 少 な く な る か ら 、 乾 燥 流 体 は 被 処 理 基 板 の 外 周
縁 付 近 ま で 行 き 渡 る よ う に な る 。 し た が っ て 、 被 処 理 基 板 の 外 周 縁 ま で 効 率 よ く 乾 燥 す る
こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 請 求 項 ９ ～ １ ９ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 請 求 項 １ ～ ８ に 記 載 の 基 板 処 理 法 を 実 施 し
得 る 基 板 処 理 装 置 が 提 供 さ れ る 。 こ の 基 板 処 理 装 置 は 、 ま た 、 請 求 項 １ ～ ８ 記 載 の 発 明 の
効 果 に 加 え 、 以 下 の 効 果 を 有 し て い る 。
　 平 型 噴 射 ノ ズ ル は 、 偏 平 な ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 形 成 で き る の で 、 構 成 が 簡 単 に な る 。 ま
た 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 長 手 方 向 の 長 さ 及 び 幅 長 を 変 更 す る こ と に よ り 、 乾 燥 流 体 流 路 の
大 き さ を 変 更 し 、 ウ ェ ー ハ の 大 き さ に 合 わ せ て 効 率 の よ い 乾 燥 処 理 が で き る 。
　 更 に 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト 入 口 に 接 続 さ れ た 管 体 は 、 湾 曲 し て い る の で 、 乾 燥 流 体 の 流 れ
を 上 下 方 向 か ら 水 平 方 向 へ ス ム ー ズ に 変 更 し 、 簡 単 に 水 平 流 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　 更 に ま た 、 管 体 及 び ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 断 面 積 Ｃ 、 Ｄ が 、 Ｃ ≦ Ｄ に 設 定 す る こ と に よ り
、 乾 燥 流 体 は 、 断 面 積 の 大 き い 管 体 か ら 断 面 積 の 小 さ い ト ン ネ ル 状 ダ ク ト へ 流 れ 、 断 面 積
の 小 さ い ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 絞 ら れ 流 速 が 増 大 し 、 且 つ 流 路 が 変 更 さ れ て 幅 広 の 水 平 流 と
な っ て ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 吹 き 付 け ら れ 、 且 つ 流 速 を 速 め て 吹 き 付 け ら れ る の で 、 乾 燥 流 体
が 放 射 状 に 分 散 す る こ と な く ウ ェ ー ハ に 効 率 よ く 吹 き 付 け ら れ 、 且 つ 乾 燥 処 理 の ス ピ ー ド
を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 請 求 項 ２ ０ ～ ３ １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ９ ～ １ ９ に 記 載 の 発 明 の 効 果 に 加 え 、
更 に 以 下 の 効 果 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 前 記 平 型 噴 射 ノ ズ ル に 供 給 口 を 設 け る こ と に よ
り 、 こ の 供 給 口 に 第 １ 供 給 手 段 か ら 温 純 水 を 供 給 し て 被 処 理 基 板 を 所 定 の 温 度 に 温 め 、 そ
の 後 で 水 平 流 と な っ た 乾 燥 流 体 を 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け る こ と で き る よ う に な る 。 そ の 結
果 、 乾 燥 流 体 が 被 処 理 基 板 に 吹 き 付 け ら れ る 前 に 被 処 理 基 板 を 所 定 の 温 度 に 温 め ら れ て い
る の で 、 乾 燥 処 理 効 率 が 更 に 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 但 し 、 以
下 に 示 す 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 基 板 処 理 法 及 び 基 板 処 理 装 置
を 例 示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 を こ れ ら に 特 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な く 、 特 許
請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る そ の 他 の 実 施 形 態 の も の も 等 し く 適 用 し 得 る も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 基 板 処 理 装 置 を 配 管 図 と 共 に 示 し た 概 要 図 、 図 ２ は 図 １ の 処
理 室 に 設 置 さ れ る 基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 示 す 拡 大 側 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の
基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 示 し 、 同 図 （ ａ ） は 平 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は （ ａ ）
の Ａ － Ａ 線 の 断 面 図 、 図 ４ は 図 ３ （ ｂ ） に お け る 部 分 断 面 を 示 し 、 同 図 （ ａ ） は Ｙ － Ｙ 線
の 断 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ｘ － Ｘ 線 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 基 板 処 理 装 置 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 、 記 録
デ ィ ス ク 用 基 板 、 或 い は マ ス ク 用 基 板 等 の 各 種 基 板 （ 以 下 、 ウ ェ ー ハ と い う ） Ｗ の 処 理 を
行 う 処 理 室 ２ ０ と 、 こ の 処 理 室 ２ ０ に 乾 燥 流 体 を 供 給 す る 乾 燥 流 体 供 給 部 ４ ０ と か ら 構 成
さ れ て い る 。 な お 、 こ の 基 板 処 理 装 置 １ ０ に は 、 上 記 の 乾 燥 流 体 供 給 部 の 他 に 、 処 理 室 ２
０ に 各 種 薬 液 及 び リ ン ス 液 を 供 給 し て ウ ェ ー ハ Ｗ の 処 理 及 び 洗 浄 を 行 う 処 理 部 及 び 洗 浄 部
、 並 び に 薬 液 及 び リ ン ス 液 供 給 部 が 設 け ら れ て い る が 、 こ れ ら は 既 に 公 知 の も の を 使 用 す
る の で 、 こ れ ら は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 処 理 室 ２ ０ は 、 い わ ゆ る チ ャ ン バ か ら な り 、 こ の チ ャ ン バ ２ ０ 内 に は 、 ウ ェ ー ハ Ｗ を ほ
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ぼ 水 平 に 保 持 し 回 転 さ せ る タ ー ン テ ー ブ ル ３ １ と 、 ウ ェ ー ハ Ｗ に 乾 燥 流 体 を 吹 き 付 け る 平
型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ が 収 容 さ れ て い る 。 チ ャ ン バ ２ ０ は 、 複 数 本 の 支 柱 ２ １ １ 、 ２ １ ２ に 支
え ら れ 、 所 定 の 高 さ に 設 置 さ れ て い る 。
　 チ ャ ン バ ２ ０ は 、 空 調 設 備 （ 図 示 省 略 ） に 連 結 さ れ 、 送 気 口 ２ ３ か ら 清 浄 な 空 気 が 供 給
さ れ 、 排 気 口 （ 図 示 省 略 ） か ら チ ャ ン バ ２ ０ 内 の 空 気 を 適 宜 排 出 す る こ と で チ ャ ン バ ２ ０
内 は エ ア 調 節 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 排 気 口 か ら 排 出 さ れ る 排 気 等 は 、 排 気 処 理 設 備 に 送
ら れ て 処 理 さ れ る 。
　 チ ャ ン バ ２ ０ の 底 部 に は 、 複 数 個 の 排 出 口 ２ ２ １ 、 ２ ２ ２ が 形 成 さ れ 、 各 排 出 口 ２ ２ １

、 ２ ２ ２ は 排 出 管 ２ ２ ３ を 経 て 廃 液 処 理 設 備 （ 図 示 省 略 ） に 接 続 さ れ 、 使 用 済 み の 各 種 処
理 液 等 は こ の 廃 液 処 理 設 備 で 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 タ ー ン テ ー ブ ル ３ １ に は 、 そ の 上 面 に 複 数 本 の チ ャ ッ ク ピ ン ３ １ １ ～ ３ １ ｎ が 立 設 さ れ
、 各 チ ャ ッ ク ピ ン ３ １ １ ～ ３ １ ｎ に は 、 そ の 先 端 に ウ ェ ー ハ Ｗ を 保 持 す る 保 持 部 ３ １ ’ １

～ ３ １ ’ ｎ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 タ ー ン テ ー ブ ル ３ １ の 裏 面 の 中 心 部 は 、 回 転 軸 ３ ２ に 固 定 さ れ 、 こ の 回 転 軸 ３ ２
に は 、 例 え ば モ ー タ な ど の 回 転 駆 動 部 ３ ４ １ が 結 合 さ れ 、 回 転 軸 ３ ２ は 回 転 駆 動 部 ３ ４ １

に よ り 回 転 さ れ る 。 し た が っ て 、 回 転 駆 動 部 ３ ４ １ か ら の 駆 動 力 に よ り 回 転 軸 ３ ２ が 回 転
す る と 、 タ ー ン テ ー ブ ル ３ １ が 所 定 方 向 へ 回 転 し 、 複 数 本 の ピ ン ３ １ １ ～ ３ １ ｎ で 保 持 さ
れ た ウ ェ ー ハ Ｗ が 水 平 面 内 で 回 転 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 昇 降 ・ 回 動 機 構 ３ ５ は 、 タ ー ン テ ー ブ ル ３ １ の 外 側 に 鉛 直 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 支 持
軸 ３ ６ と 、 支 持 軸 ３ ６ を 上 下 動 さ せ る た め の 昇 降 ・ 回 動 駆 動 部 ３ ４ ２ と 、 支 持 軸 ３ ６ の 上
端 か ら 水 平 方 向 に 延 び た 腕 部 ３ ７ と か ら な る 。 腕 部 ３ ７ は 、 複 数 本 の 配 管 を 収 納 で き る 容
積 を 有 す る ダ ク ト で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 昇 降 ・ 回 動 機 構 ３ ５ の 腕 部 ３ ７ の 先 端 部 に は 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の
平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ は 、 そ の 下 面 が ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 と の 距 離 が 等 間 隔 に な る よ う に 対 向 し
、 支 持 部 材 を 用 い て 腕 部 ３ ７ の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 。
　 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ は 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 両 端 に 入 口 及 び 出 口 を 有 し
、 下 面 が 開 放 さ れ た 偏 平 な 逆 Ｕ 字 型 ダ ク ト ５ １ 、 い わ ゆ る ト ン ネ ル 状 ダ ク ト で 構 成 さ れ る
。 こ の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ は 、 長 手 方 向 の 長 さ を Ｌ １ 、 こ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 幅 長 を
Ｌ ２ 、 ウ ェ ー ハ Ｗ の 直 径 を Ｌ ２ と す る と 、 Ｌ ３ >Ｌ １ >Ｌ ２ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 方 部 が ほ ぼ 平 坦 面 ５ ２ で 形
成 さ れ 、 こ の 平 坦 面 ５ ２ の 両 側 部 か ら 側 壁 ５ ３ １ 、 ５ ３ ２ が 垂 下 し 、 両 側 壁 ５ ３ １ 、 ５ ３

２ の 長 さ は 、 そ れ ぞ れ 同 一 長 で 平 坦 面 ５ ２ の 幅 長 に 比 べ て 短 く な っ て 、 全 体 と し て 偏 平 に
な っ て い る 。 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ は 、 入 口 ５ ４ １ に 管
状 の 管 体 ５ ４ が 接 続 さ れ 、 出 口 ５ ５ が 開 放 端 と な っ て い る 。 こ の 開 放 端 ５ ５ の 形 状 は 、 図
４ （ ｂ ） と ほ ぼ 同 じ 形 状 に な っ て い る 。
　 管 体 ５ ４ は 、 ウ ェ ー ハ Ｗ か ら 離 れ る 方 向 、 す な わ ち ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 の 上 方 へ 湾 曲 し て い
る 。 管 体 ５ ４ に 湾 曲 部 ５ ４ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 供 給 管 ４ １ ２ か ら 供 給 さ れ る 乾 燥 流 体
は 、 湾 曲 部 ５ ４ ２ で 流 路 が ス ム ー ズ に 変 更 さ れ ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ 内 へ 供 給 さ れ る 。 す
な わ ち 、 乾 燥 流 体 は 、 腕 部 ３ ７ の 上 方 か ら 供 給 管 ４ １ ２ 、 湾 曲 部 ５ ４ ２ を 通 り 下 方 へ 供 給
さ れ 、 そ の 流 路 は 入 口 ５ ４ １ 付 近 に お い て 上 下 方 向 か ら 、 水 平 方 向 へ 変 更 さ れ る が 、 そ の
際 、 乾 燥 流 体 は 湾 曲 部 ５ ４ ２ に 沿 っ て ス ム ー ズ に 流 れ 、 流 路 変 更 が 容 易 に な る 。 管 体 ５ ４
の 端 部 ５ ４ ３ は 、 供 給 管 ４ １ ２ を 介 し て 乾 燥 流 体 供 給 部 ４ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 管 体 ５ ４ の 口 径 と ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ の 大 き さ と は 、 所 定 の 関 係 に 設 定 さ れ る 。 そ の
関 係 は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 幅 方 向 （ 切 断 線 Ｘ － Ｘ ） の 断 面 積
を Ｃ 、 管 体 ５ ４ １ の 切 断 線 Ｙ － Ｙ に お け る 断 面 積 を Ｄ と す る と 、 両 者 は Ｃ ≦ Ｄ に 設 定 さ れ
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る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 管 体 及 び ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 断 面 積 Ｃ 、 Ｄ が 、 Ｃ ≦ Ｄ に 設 定 さ れ る と 、 乾 燥 流 体 は 、 断
面 積 の 大 き い 管 体 ５ ４ か ら 断 面 積 の 小 さ い ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ へ 流 れ 、 断 面 積 の 小 さ い
ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ で 絞 ら れ 流 速 が 増 大 し 、 且 つ 流 路 が 変 更 さ れ て 幅 広 の 水 平 流 と な っ
て ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 吹 き 付 け ら れ 、 出 口 ５ ５ の 開 放 端 か ら 排 出 さ れ る 。 そ の 結 果 、 乾 燥 流
体 は 、 ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 当 た る 際 に 、 そ の 流 路 が ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 幅 長 Ｌ ２ に 形 成 さ れ
、 且 つ 流 速 を 速 め て 吹 き 付 け ら れ る の で 、 乾 燥 流 体 が 放 射 状 に 分 散 す る こ と な く ウ ェ ー ハ
に 効 率 よ く 吹 き 付 け ら れ 、 且 つ 乾 燥 処 理 の ス ピ ー ド を 上 げ る こ と が で き る 。 こ の 流 速 は 、
ウ ェ ー ハ Ｗ が 静 止 し て い る 状 態 で も ウ ェ ー ハ に 付 着 し て い る 水 滴 を 吹 き 飛 ば せ る 流 速 が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ 、 管 体 ５ ４ 及 び 管 体 と 乾 燥 流 体 供 給 部 ４ ０ あ る い は 不 活 性 ガ ス 供
給 源 ４ １ と を 接 続 す る 配 管 ４ １ １ ～ ４ １ ３ の 外 周 面 に は ヒ ー タ ５ ６ 、 ４ １ Ｈ が 付 設 さ れ る
。 こ の ヒ ー タ は 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ 及 び 管 体 ５ ４ 等 を 通 過 す る 乾 燥 流 体 の 温 度 が 低 下
し な い よ う に 保 温 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ の 出 口 ５ ５ の 開 放 端 に は 、 こ の 開 放 端 と 対 向 し て 排 気 吸 引 ダ ク ト
６ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
　 こ の 排 気 吸 引 ダ ク ト ６ ０ の 他 端 部 ６ ２ は 、 排 気 処 理 設 備 （ 図 示 省 略 ） に 連 結 さ れ て い る
。 こ の 排 気 処 理 設 備 は 、 排 気 吸 引 装 置 ６ ５ を 備 え て お り 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ か ら 噴 射 さ
れ る 乾 燥 流 体 が 吸 引 さ れ る 。 こ の 吸 引 装 置 ６ ５ は 、 所 定 の 吸 引 能 力 を 有 す る も の が 使 用 さ
れ る 。
　 吸 引 手 段 の 吸 引 量 を Ｂ ２ と し 、 乾 燥 流 体 の 排 出 量 を Ｂ １ と す る と 、 両 者 は 、 Ｂ ２ ≧ Ｂ １

に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ は 、 ウ ェ ー ハ 乾 燥 時 に 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ の 一 端 部 に 近 い 中 心 部
ｃ が ウ ェ ー ハ Ｗ の ほ ぼ 中 心 部 の 真 上 へ ま で 移 動 さ れ 、 ウ ェ ー ハ Ｗ と の 距 離 が 調 節 さ れ る が
、 こ の 際 の 調 節 は 、 昇 降 ・ 回 動 機 構 ３ ５ に よ り 行 わ れ る 。 そ の 調 節 は 、 支 持 軸 ３ ６ を 回 動
さ せ て 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ を ウ ェ ー ハ Ｗ の ほ ぼ 中 心 位 置 の 真 上 の 位 置 に 来 る よ う 調 節 し
、 次 い で 、 昇 降 駆 動 部 ３ ４ ２ に よ り 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ を 上 下 動 さ せ て 、 ウ ェ ー ハ Ｗ と の
距 離 が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 乾 燥 流 体 供 給 部 ４ ０ は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 む 乾 燥 流 体 を 発 生 さ せ る 蒸 気
発 生 槽 ４ ５ と 、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ 内 の 有 機 溶 剤 を 加 熱 す る 加 熱 槽 （ ウ ォ ー タ ー バ ス ） ４ ６ と
、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ に 有 機 溶 剤 を 供 給 す る 有 機 溶 剤 供 給 源 ４ ３ と 、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ に 貯 留 さ
れ た 有 機 溶 剤 に 気 泡 を 発 生 （ バ ブ リ ン グ ） さ せ る 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ ２ と 、 平 型 噴 射 ノ ズ
ル ５ ０ へ 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 有 機 溶 剤 に は 、 ウ ェ ー ハ Ｗ の 表 面 に 付 着 す る 水 滴 に 容 易 に 浸 透 し 、 水 滴 の 表 面 張 力 を 低
下 さ せ る 有 機 溶 剤 、 例 え ば イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル （ Ｉ Ｐ Ａ ） が 使 用 さ れ る 。 ま た 、 有 機
溶 剤 は 、 こ の Ｉ Ｐ Ａ の 他 に 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、
エ チ ル ・ グ リ コ ー ル 、 １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 等 の 有
機 化 合 物 か ら な る 群 か ら 適 宜 選 択 し て 使 用 さ れ る 。
　 不 活 性 ガ ス に は 、 窒 素 ガ ス Ｎ ２ が 使 用 さ れ 、 こ の 窒 素 ガ ス Ｎ ２ の 他 に 、 ア ル ゴ ン 、 ヘ リ
ウ ム 等 が 適 宜 選 択 し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ 及 び 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ は 、 処 理 室 ２ ０ に 配 管 で 接 続 さ れ る 。 蒸 気 発
生 槽 ４ ５ と 処 理 室 ２ ０ 内 の 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ と は 、 途 中 に バ ル ブ Ｖ ２ を 挿 入 し て 配 管 ４
１ ２ 、 ４ １ ３ に よ り 接 続 さ れ 、 ま た 、 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ と 処 理 室 ２ ０ 内 の 平 型 噴 射 ノ
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ズ ル ５ ０ と は 、 途 中 に バ ル ブ Ｖ １ を 挿 入 し て 配 管 ４ １ １ 、 ４ １ ２ に よ り 接 続 さ れ る 。 各 配
管 ４ １ １ ～ ４ １ ３ は 、 外 周 面 に ヒ ー タ ４ １ Ｈ が 付 設 さ れ 、 各 配 管 を 通 る 乾 燥 流 体 を 保 温 し
、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ 及 び 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ か ら 供 給 さ れ る 乾 燥 流 体 等 の 温 度 が 低 下 し な
い よ う に す る 。 ま た 、 各 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ に も ヒ ー タ ５ ６ が 付 設 さ れ て い る 。 ま た 、 不
活 性 ガ ス 供 給 源 ４ ２ か ら 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ へ 供 給 さ れ る 不 活 性 ガ ス は 、 調 節 弁 Ｐ に よ っ て 調
節 さ れ 、 ま た 、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ 内 の 温 度 制 御 は 、 制 御 装 置 Ｔ （ レ ギ ュ レ ー タ 、 温 度 セ ン サ
） に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 む 乾 燥 流 体 の 生 成 は 、 先 ず 、 有 機 溶 剤 供 給 源 ４ ３ か ら
蒸 気 発 生 槽 ４ ５ 内 へ 有 機 溶 剤 、 例 え ば Ｉ Ｐ Ａ を 供 給 し 貯 留 す る 。 貯 留 さ れ た Ｉ Ｐ Ａ は 、 蒸
気 発 生 槽 ４ ５ 内 で 、 加 熱 槽 ４ ６ に 貯 え ら れ た 温 水 に よ っ て 加 熱 さ れ る 。 次 い で 、 蒸 気 発 生
槽 ４ ５ に 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ ２ か ら 不 活 性 ガ ス 、 例 え ば 窒 素 ガ ス Ｎ ２ を 供 給 し 、 貯 留 さ れ
加 熱 さ れ た Ｉ Ｐ Ａ 内 に 気 泡 を 発 生 （ バ ブ リ ン グ ） さ せ る 。 こ の と き 、 Ｉ Ｐ Ａ は 、 約 ５ ０ ℃
に 加 熱 さ れ る 。 こ の 温 度 の 加 熱 に よ り 、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ か ら サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト
を 含 む Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 が 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た Ｉ Ｐ Ａ 蒸 気 は 、 保 温 さ れ た 配 管 を 通 り 、 処 理
室 ２ ０ へ 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 配 管 は 約 ８ ０ ℃ に 保 温 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 下 、 図 １ ～ ６ を 参 照 し 、 上 記 基 板 処 理 装 置 を 用 い ウ ェ ー ハ Ｗ の 乾 燥 工 程 を 説 明 す る 。
図 ５ は 乾 燥 流 体 の 供 給 時 間 を 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 、 図 ６ は 乾 燥 プ ロ セ ス を 模 式 的 に
示 し た 説 明 図 で あ っ て 、 同 図 （ ａ ） は リ ン ス 液 に よ っ て 洗 浄 し た 直 後 の ウ ェ ー ハ 表 面 の 状
態 を 示 し た 図 、 同 図 （ ｂ ） は 乾 燥 流 体 （ 不 活 性 ガ ス ） が 吹 き 付 け ら れ た と き の ウ ェ ー ハ 表
面 の 状 態 を 示 し た 図 、 同 図 （ ｃ ） は 乾 燥 流 体 （ 混 合 ガ ス ） が 吹 き 付 け ら れ た と き の ウ ェ ー
ハ 表 面 の 状 態 を 示 し た 図 、 同 図 （ ｄ ） は 乾 燥 流 体 （ 不 活 性 ガ ス ） が 吹 き 付 け ら れ た と き の
ウ ェ ー ハ 表 面 の 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 先 ず 、 ウ ェ ー ハ Ｗ を 図 示 し な い 搬 送 ロ ボ ッ ト に よ っ て 搬 送 し 、 チ ャ ッ ク ピ ン ３ １ １ ～ ３
１ ｎ の 保 持 部 ３ １ ’ ２ ～ ３ １ ’ ｎ で 保 持 し 、 回 転 駆 動 部 ３ ４ １ を 作 動 さ せ て 、 タ ー ン テ ー
ブ ル ３ １ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 次 い で 、 公 知 の 処 理 装 置 （ 図 示 省 略 ） を 用 い 、 回 転 し て い る ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 各 種 薬 液
を 供 給 し て 薬 液 処 理 し 、 そ の 後 、 ウ ェ ー ハ Ｗ を リ ン ス 液 で 洗 浄 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ウ ェ ー ハ Ｗ を リ ン ス 液 で 洗 浄 し た の ち に 、 ウ ェ ー ハ Ｗ の 乾 燥 工 程 へ 移 行 す る 。
　 こ の 乾 燥 工 程 は 、 先 ず 昇 降 ・ 回 動 駆 動 部 ３ ５ を 作 動 さ せ て 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ の 中 心
部 ｃ を ウ ェ ー ハ Ｗ の ほ ぼ 中 心 部 の 真 上 に 移 動 さ せ 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ の 開 放 端 ５ ５ が 排
気 吸 引 ダ ク ト ６ ０ の 開 口 部 ６ １ と 対 向 す る よ う に し 、 ウ ェ ー ハ Ｗ と の 距 離 を 所 定 距 離 に 調
整 す る 。 次 い で 、 回 転 駆 動 部 ３ ４ １ を 作 動 さ せ て 、 回 転 軸 ３ ２ に 連 結 さ れ た タ ー ン テ ー ブ
ル ３ １ を ウ ェ ー ハ Ｗ と 共 に 回 転 さ せ る 。 そ の 後 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ か ら 回 転 す る ウ ェ ー
ハ Ｗ へ 乾 燥 流 体 を 吹 き 付 け る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 乾 燥 流 体 は 、 乾 燥 流 体 供 給 部 ４ ０ か ら 配 管 ４ １ １ 、 ４ １ ３ 、 及 び 管 体 の 湾 曲 部 ５ ４ ２ を
通 り 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ へ 供 給 さ れ る 。 こ の 際 、 管 体 ５ ４ 及 び ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ の 断
面 積 Ｃ 、 Ｄ が 、 Ｃ ≦ Ｄ に 設 定 さ れ て い る の で 、 供 給 さ れ る 乾 燥 流 体 は 、 断 面 積 の 大 き い 管
体 ５ ４ か ら 断 面 積 の 小 さ い ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ へ 流 れ 、 断 面 積 の 小 さ い ト ン ネ ル 状 ダ ク
ト ５ １ で 絞 ら れ 流 速 が 増 大 し 、 且 つ 流 路 が 変 更 さ れ て 幅 広 の 水 平 流 と な っ て ウ ェ ー ハ Ｗ 表
面 に 吹 き 付 け ら れ 出 口 ５ ５ か ら 排 出 さ れ る 。 排 出 さ れ る 乾 燥 流 体 は 、 排 気 吸 引 ダ ク ト ６ ０
の 排 気 吸 引 装 置 ６ ５ に よ り 吸 引 さ れ る 。 こ の と き 、 排 気 吸 引 ダ ク ト ６ ０ の 吸 引 量 Ｂ ２ が 乾
燥 流 体 の 排 出 量 Ｂ １ と の 関 係 が 、 Ｂ ２ ≧ Ｂ １ に 設 定 さ れ て い る の で 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５
０ 内 で 加 速 さ れ た 乾 燥 流 体 は 、 更 に 流 速 を 速 め 排 気 吸 引 ダ ク ト ６ ０ に 吸 引 ・ 排 気 さ れ る こ
と な る 。 ま た 、 こ の 吸 引 手 段 は 、 処 理 室 内 が エ ア 調 整 さ れ 新 鮮 な エ ア が ウ ェ ー ハ Ｗ の 表 面
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に 吹 き 付 け ら れ て い る の で 、 こ の エ ア 及 び 平 型 ダ ク ト の 出 口 ５ ５ か ら 排 出 さ れ る 乾 燥 流 体
の み な ら ず 、 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト ５ １ の 側 部 か ら 漏 れ る 乾 燥 流 体 も 吸 引 さ れ る 。
　 こ の 結 果 、 乾 燥 流 体 は 、 ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 当 た る 際 に 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル の 幅 長 の 流 路 で
流 速 を 速 め 、 更 に 吸 引 手 段 の 吸 引 力 に よ り 、 流 速 を 更 に 速 め て ウ ェ ー ハ Ｗ に 吹 き 付 け ら れ
る の で 、 乾 燥 流 体 が 放 射 状 に 分 散 す る こ と な く ウ ェ ー ハ に 効 率 よ く 吹 き 付 け ら れ 、 且 つ 乾
燥 処 理 の ス ピ ー ド を 上 げ る こ と が で き る 。 こ の 流 速 は 、 ウ ェ ー ハ Ｗ が 静 止 し て い る 状 態 で
も ウ ェ ー ハ に 付 着 し て い る 水 滴 を 吹 き 飛 ば せ る 流 速 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の と き 乾 燥 流 体 に は 、 ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 を 切 り 換 え て 用 い ら れ る 。 こ れ ら の 乾 燥 流 体
は 、 乾 燥 流 体 供 給 部 ４ ０ か ら 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ へ 供 給 し 、 こ の 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ か ら
ウ ェ ー ハ Ｗ に 噴 射 す る 。 こ の ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 の 切 り 換 え は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す タ イ ミ ン
グ に よ り 行 う 。 先 ず 、 バ ル ブ Ｖ １ を 開 き 、 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ か ら 不 活 性 ガ ス を 平 型 噴
射 ノ ズ ル ５ ０ に 供 給 し 、 こ の 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ か ら ウ ェ ー ハ Ｗ へ 吹 き 付 け る 。 次 に 、 各
バ ル ブ Ｖ １ 、 Ｖ ２ を 開 き 、 蒸 気 発 生 槽 ４ ５ で 生 成 さ れ た サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含
む Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト と 、 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ か ら の 不 活 性 ガ ス と を 混 合 し た 混 合 ガ ス を 平 型
噴 射 ノ ズ ル ５ ０ に 供 給 し 、 こ の 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ か ら ウ ェ ー ハ Ｗ へ 吹 き 付 け 、 そ の 後 、
バ ル ブ Ｖ １ を 開 い て 、 乾 燥 流 体 を 切 り 換 え 、 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ か ら 不 活 性 ガ ス を 平 型
噴 射 ノ ズ ル ５ ０ に 供 給 し 、 こ の 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ か ら ウ ェ ー ハ Ｗ へ 吹 き 付 け る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 を 図 ５ （ ａ ） に 示 す タ イ ミ ン グ で 切 り 換 え て ウ ェ ー ハ Ｗ に 吹 き 付 け る
と 、 ウ ェ ー ハ Ｗ の 表 面 は 、 以 下 の よ う に 処 理 さ れ る 。
　 純 水 に よ っ て 洗 浄 さ れ た 直 後 の ウ ェ ー ハ Ｗ の 表 面 は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー
ハ Ｗ の 表 面 に 複 数 個 の 大 き さ の 異 な る 水 滴 ｗ ０ が 付 着 し て い る が 、 不 活 性 ガ ス ｎ を 吹 き 付
け る こ と に よ り 、 こ の 吹 き 付 け と 、 ウ ェ ー ハ Ｗ が 回 転 す る こ と に よ り 発 生 す る 遠 心 力 と に
よ り 、 比 較 的 大 き な 水 滴 は 除 去 さ れ る （ 図 ６ （ ｂ ） 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 上 記 工 程 を 所 定 時 間 ｔ １ 行 っ た 後 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル よ り 供 給 す る ガ ス を 不 活 性 ガ ス ｎ か
ら 混 合 ガ ス ｍ に 切 り 換 え 、 こ の 混 合 ガ ス ｍ の 吹 き 付 け に よ り こ の 混 合 ガ ス ｍ に 含 ま れ て い
る Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト が 上 記 工 程 で 飛 ば し き れ ず に ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 残 っ た 水 滴 ｗ ０ に 浸 透 し 、
水 滴 ｗ ０ の 表 面 張 力 を 低 下 さ せ る 。 こ の Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の 浸 透 に よ り 、 水 滴 ｗ ０ は 表 面 張 力
が 低 下 さ れ 偏 平 状 態 に な る と 共 に 、 こ の 水 滴 に Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト が 凝 縮 さ れ 、 更 に は 、 こ の 表
面 張 力 の 低 下 し た 水 滴 ｗ ０ は 、 混 合 ガ ス の 吹 き 付 け 、 及 び ウ ェ ー ハ Ｗ の 回 転 に よ る 遠 心 力
に よ っ て ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 か ら 吹 飛 ば さ れ 除 去 さ れ る 。 （ 図 ６ （ ｃ ） 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 混 合 ガ ス ｍ の 供 給 を 所 定 時 間 ｔ ２ し た 後 に 、 バ ル ブ Ｖ ２ を 閉 じ て 混 合 ガ ス ｍ の 供 給
を 止 め 、 不 活 性 ガ ス 供 給 源 ４ １ か ら 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ へ 加 熱 さ れ た 不 活 性 ガ ス ｎ を 供 給
し 、 ウ ェ ー ハ Ｗ に 所 定 時 間 ｔ ３ 吹 き 付 け る 。 こ の と き 、 既 に ウ ェ ー ハ 表 面 に は 水 滴 ｗ ０ は
ほ と ん ど 吹 飛 ば さ れ 、 ウ ェ ー ハ 表 面 に は Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト が 凝 集 し た 微 細 な 薄 い Ｉ Ｐ Ａ 液 膜 が
残 っ て い る の み で あ る の で 、 こ の 工 程 に よ り ウ ェ ー ハ 表 面 に 残 っ た 薄 い Ｉ Ｐ Ａ 液 膜 を 吹 飛
ば す 、 あ る い は 気 化 さ せ る よ う に し 、 ウ ェ ー ハ 表 面 の 処 理 を 終 了 す る 。 （ 図 ６ （ ｄ ） 参 照
。 ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 ２ 種 類 の 乾 燥 流 体 の 切 り 換 え は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す タ イ ミ ン グ で 行 う こ と も 可 能
で あ る 。 す な わ ち 、 先 ず 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト を 含 む Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト と 窒 素 ガ ス と
を 配 管 内 ４ １ ２ 、 ４ １ ３ で 混 合 し た 混 合 ガ ス を 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ に 供 給 す る 。 次 に 、 こ
の 混 合 ガ ス の 供 給 を 所 定 時 間 Ｔ １ 継 続 し た の ち に 、 バ ル ブ Ｖ ２ を 閉 じ て Ｉ Ｐ Ａ ミ ス ト の 供
給 を 中 止 し 、 不 活 性 ガ ス の み を 所 定 時 間 Ｔ ２ 供 給 す る 。 ち な み に 不 活 性 ガ ス 及 び 混 合 ガ ス
の 切 り 換 え 供 給 は 、 各 バ ル ブ Ｖ １ 、 Ｖ ２ の 開 閉 に よ っ て 行 わ れ る 。 ま た 、 Ｔ １ を 省 略 し て
Ｔ ２ の み で 所 望 の 乾 燥 状 態 が 得 ら れ る な ら ば 、 混 合 ガ ス を 使 わ ず に 不 活 性 ガ ス の み で の 乾
燥 で も よ い 。
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【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 基 板 処 理 装 置 を 配 管 図 と 共 に 示 し た 概 要 図 、 図 ８ は 図 ７ の 処
理 室 に 設 置 さ れ る 基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 噴 射 ノ ズ ル を 示 す 拡 大 側 面 図 、 図 ９ は 図 ８ の 基 板
保 持 回 転 機 構 及 び 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 示 し 、 同 図 （ ａ ） は 平 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ
－ Ａ 線 の 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 基 板 処 理 装 置 １ ０ Ａ は 、 乾 燥 工 程 に 入 る 前 に 、 ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 温 水 を 供 給 し 、 ウ
ェ ー ハ Ｗ を 保 温 す る よ う に し た 点 が 上 記 の 基 板 処 理 装 置 １ ０ と 異 な る 。 し た が っ て 、 そ の
他 の 構 成 は 同 じ で あ る の で 、 両 者 に 共 通 す る 部 分 の 構 成 の 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 構 成 に つ
い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ ’ を 構 成 す る ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 平 坦 面 に 供 給
口 が 設 け ら れ る 。 こ の 供 給 口 は 、 回 転 軸 ３ ２ の 軸 線 上 に 位 置 す る よ う に ト ン ネ ル 状 ダ ク ト
の 平 坦 面 に 設 け ら れ る 。 供 給 口 は 、 配 管 ６ ７ 、 及 び バ ル ブ Ｖ ３ を 介 し て 温 純 水 供 給 源 ６ ８
に 接 続 さ れ る 。 配 管 ６ ７ は 、 腕 部 ３ ７ 及 び 支 持 部 材 内 に 収 納 し て 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ ’ に
接 続 す る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
　 供 給 口 ６ ２ 及 び 配 管 ６ ７ に は 、 ヒ ー タ が 付 設 さ れ 、 供 給 さ れ る 温 純 水 の 温 度 が 低 下 し な
い よ う に 保 温 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ウ ェ ー ハ Ｗ の 乾 燥 時 は 、 乾 燥 工 程 に 入 る 前 に 、 バ ル ブ Ｖ ３ を 開 き 温 純 水 供 給 源 ６ ８ か ら
所 定 の 温 度 に 加 熱 さ れ た 温 純 水 を 配 管 ６ ７ を 通 し て 、 供 給 口 ６ ２ へ 供 給 す る 。 供 給 さ れ た
温 純 水 は 、 平 型 噴 射 ノ ズ ル ５ ０ 内 で 広 が り 回 転 し て い る ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 に 吹 き 付 け ら れ 、
ウ ェ ー ハ Ｗ 表 面 を 温 純 水 の 温 度 に ま で 温 め る 。 こ の 温 純 水 の 供 給 を 所 定 時 間 継 続 し た の ち
に 、 バ ル ブ Ｖ ３ を 閉 じ て 、 温 純 水 の 供 給 を 中 止 し 、 乾 燥 工 程 に 移 行 す る 。 こ の 乾 燥 工 程 は
、 基 板 処 理 装 置 １ ０ と 同 じ 手 順 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 温 純 水 の 供 給 口 を 設 け た こ と に よ っ て 、 ウ ェ ー ハ 表 面 が 温 純 水 に よ っ て 暖 め ら れ る よ う
に な り 、 こ れ に よ り 、 ウ ェ ー ハ 表 面 部 で 乾 燥 流 体 が 冷 や さ れ る こ と が な い た め に 、 外 周 縁
付 近 ま で サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト が 行 き 渡 る よ う に な る 。 言 い 換 え る と 、 ウ ェ ー ハ が
暖 め ら れ て い な い 場 合 は 、 サ ブ ミ ク ロ ン サ イ ズ の ミ ス ト が ト ン ネ ル 状 ダ ク ト の 手 前 部 分 で
ウ ェ ー ハ に よ っ て 冷 や さ れ る こ と に よ り 凝 縮 し て し ま い 、 ウ ェ ー ハ の 外 周 縁 付 近 ま で 乾 燥
流 体 が 行 き 渡 ら な い 場 合 が あ り 、 以 っ て ウ ェ ー ハ の 外 周 縁 部 に 付 着 し た 水 滴 が ガ ス 置 換 さ
れ な い 事 に よ り 残 っ て し ま う 場 合 が あ っ た が 、 こ の 温 純 水 供 給 口 を 設 け た こ と に よ り ウ ェ
ー ハ の 外 周 縁 ま で ガ ス 置 換 が 良 好 に 行 わ れ る よ う に な り 、 効 率 の 良 い ウ ェ ー ハ 乾 燥 を 行 う
こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 基 板 処 理 装 置 を 配 管 図 と 共 に 示 し た 概 要 図
【 図 ２ 】 図 １ の 処 理 室 に 設 置 さ れ る 基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 噴 射 ノ ズ ル を 示 す 拡 大 側 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の 基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 示 し 、 同 図 （ ａ ） は 平 面 図 、 同 図
（ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 の 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ３ （ ｂ ） に お け る 部 分 断 面 を 示 し 、 同 図 （ ａ ） は Ｙ － Ｙ 線 の 断 面 図 、 同 図 （ ｂ
） は （ ａ ） の Ｘ － Ｘ 線 の 断 面 図
【 図 ５ 】 乾 燥 流 体 の 供 給 時 間 を 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ６ 】 乾 燥 プ ロ セ ス を 模 式 的 に 示 し た 説 明 図 で あ っ て 、 同 図 （ ａ ） は リ ン ス 液 に よ っ て
洗 浄 し た 直 後 の ウ ェ ー ハ 表 面 の 状 態 を 示 し た 図 、 同 図 （ ｂ ） は 乾 燥 流 体 （ 不 活 性 ガ ス ） が
吹 き 付 け ら れ た と き の ウ ェ ー ハ 表 面 の 状 態 を 示 し た 図 、 同 図 （ ｃ ） は 乾 燥 流 体 （ 混 合 ガ ス
） が 吹 き 付 け ら れ た と き の ウ ェ ー ハ 表 面 の 状 態 を 示 し た 図 、 同 図 （ ｄ ） は 乾 燥 流 体 （ 不 活
性 ガ ス ） が 吹 き 付 け ら れ た と き の ウ ェ ー ハ 表 面 の 状 態 を 示 し た 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 基 板 処 理 装 置 を 配 管 図 と 共 に 示 し た 概 要 図
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【 図 ８ 】 図 ７ の 処 理 室 に 設 置 さ れ る 基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 噴 射 ノ ズ ル を 示 す 拡 大 側 面 図
【 図 ９ 】 図 ８ の 基 板 保 持 回 転 機 構 及 び 平 型 噴 射 ノ ズ ル を 示 し 、 同 図 （ ａ ） は 平 面 図 、 同 図
（ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 の 断 面 図
【 図 １ ０ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 を 示 す 断 面 図
【 図 １ １ 】 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 枚 葉 式 基 板 処 理 装 置 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
１ ０ 、 １ ０ Ａ 　 　 　 　 　 　 基 板 処 理 装 置
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処 理 室 （ チ ャ ン バ ）
２ ２ １ 、 ２ ２ ２ 　 　 　 　 　 　 排 出 口
２ ２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 出 管
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 送 気 口
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ ー ン テ ー ブ ル
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 回 転 軸
３ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 昇 降 ・ 回 動 機 構
４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 乾 燥 流 体 供 給 部
４ １ 、 ４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 不 活 性 ガ ス 供 給 源
４ １ １ ～ ４ １ ３ 　 　 　 　 　 　 配 管
４ １ Ｈ 、 ５ ６ 　 　 　 　 　 　 　 ヒ ー タ
４ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 有 機 溶 剤 供 給 部
４ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蒸 気 発 生 槽
５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 型 噴 射 ノ ズ ル
５ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト ン ネ ル 状 ダ ク ト
５ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 管 体
６ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 吸 引 ダ ク ト
６ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 吸 引 装 置
６ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 配 管
６ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 温 純 水 供 給 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(21) JP 2005-166957 A 2005.6.23



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/13    １０１　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/1333  ５００　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ１１Ｂ   7/26    ５３１　          　　　　　

(72)発明者  乙訓　賢二
            埼玉県入間市中神１０５５番１　エス・イー・エス株式会社研究開発センター内
(72)発明者  金高　宏明
            埼玉県入間市中神１０５５番１　エス・イー・エス株式会社研究開発センター内
(72)発明者  萩原　章
            東京都青梅市今井３丁目９番１８号　エス・イー・エス株式会社技術本部内
Ｆターム(参考) 2H088 FA21  FA30  HA01  MA20 
　　　　 　　  2H090 JB02  JB04  JC19 
　　　　 　　  5D121 AA01  AA04  EE23  EE28  GG18  GG20  GG28  JJ02  JJ03  JJ09 

(22) JP 2005-166957 A 2005.6.23


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

